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事業募集中 

プールを一般開放 

鮮やかな紫色の“幻の花” 鮮やかな紫色の“幻の花” 

社会を明るくする運動 
７月は強化月間です。明るい地域づくりに参画してください。 

「わくわくアイデア事業」「わくわくコラボ事業」企画提案は８月１５日までです。 

町営プールを一般開放します。夏休みは友達、家族で遊びませんか。 

r～t
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後期高齢者医療制度 
保険料の確定通知を７月中旬に送付します。 

7月1日号 

e

u

草木地区にある花かつみ園が、６月９日から２４日までの１６日間、一般公開されました。保存会の皆さんが大切に保護している約２,５００株は、今年
も美しい花を咲かせ、訪れた多くの人を魅了していました。 
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広報あぐい　２０１２年７月１日号

　

夏
本
番
を
迎
え
、
海
や
山
の
レ
ジ
ャ
ー

の
本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
暑
さ
や
レ
ジ
ャ
ー
の
疲
れ

か
ら
注
意
力
が
散
漫
と
な
っ
た
運
転
者
と
、

外
出
の
機
会
が
増
え
る
子
ど
も
や
暑
さ
で

体
力
の
低
下
が
心
配
さ
れ
る
高
齢
者
な
ど

と
の
交
通
事
故
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
特
有
の
開
放
感
か
ら
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
や
飲
酒
運
転
に
よ
る
重
大

事
故
の
多
発
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
と

し
て
、
次
の
重
点
実
施
項
目
に
沿
っ
た
運

動
を
県
民
総
ぐ
る
み
で
展
開
し
、
交
通
事

故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

一
人
一
人
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
き
、
交
通
事
故
の
防
止
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

�○
家
庭
で
は

・　

飲
酒
の
予
定
が
あ
る
日
の
外
出
は
、

帰
宅
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お

く
。

・　

海
や
山
な
ど
へ
の
行
楽
の
行
き
帰
り

は
無
理
の
な
い
計
画
を
立
て
、
運
転
手

に
は
絶
対
に
飲
酒
を
さ
せ
な
い
。

○
運
転
者
は

・　

飲
酒
を
伴
う
会
合
な
ど
へ
の
出
席
は
、

公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
し
た
り
、
代

行
運
転
や
家
族
の
送
迎
を
依
頼
し
た
り

す
る
。

・　

飲
酒
運
転
は
、
被
害
者
、
加
害
者
の

い
ず
れ
の
人
生
を
も
狂
わ
せ
る
社
会
的

犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
。

　

重
点
実
施
項
目

○
家
庭
で
は

・　

園
児
、
児
童
、
生
徒
の
い
る
家
庭
で

は
、
夏
休
み
を
前
に
自
宅
周
辺
の
交
通

危
険
個
所
の
確
認
を
行
い
、
飛
び
出
し

防
止
と
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
に
つ

い
て
話
し
合
う
。

・　

高
齢
者
の
外
出
に
は
天
候
や
体
力
に

配
慮
し
、
無
理
を
さ
せ
な
い
。

○
運
転
者
は

・　

高
齢
運
転
者
標
識
を
標
示
し
た
自
動

車
に
は
幅
寄
せ
を
し
な
い
、
前
に
割
り

込
ま
な
い
な
ど
の
思
い
や
り
の
あ
る
運

転
に
心
が
け
る
。

○
家
庭
で
は

・　

出
掛
け
る
と
き
は
必
ず
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
確
か
め
て

か
ら
発
進
す
る
。

・　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
着
用
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

○
運
転
者
は

・　

同
乗
者
に
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
を
徹
底
す
る
。

・　

子
ど
も
の
体
格
に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
選
び
、
正
し
く
使
用
す
る
。

○
家
庭
で
は

・　

ド
ラ
イ
バ
ー
、
自
転
車
利
用
者
、
歩

行
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
相
手
を

思
い
や
る
気
持
ち
を
持
つ
よ
う
話
し
合

う
。

○
運
転
者
は

・　

前
車
と
の
車
間
距
離
を
長
め
に
と
り
、

無
理
な
進
路
変
更
を
や
め
、
控
え
め
な

速
度
で
走
行
す
る
。

交
通
安
全
ス
リ
ー
Ｓ
運
動

　

次
の
三
つ
の
Ｓ
を
踏
ま
え
た
安
全
運
転

を
実
践
し
て
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

・　

ス
ト
ッ
プ（
Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
）　

赤
信
号
は

ス
ト
ッ
プ
、
一
時
停
止
場
所
で
ス
ト
ッ

プ
、
飲
酒
運
転
を
ス
ト
ッ
プ
！

・　

ス
ロ
ー（
Ｓ
ｌ
ｏ
ｗ
）　

見
通
し
の
悪

い
交
差
点
で
の
速
度
を
ス
ロ
ー
、
高
齢

者
や
子
ど
も
を
見
た
ら
速
度
を
ス

ロ
ー
！

・　

ス
マ
ー
ト（
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
）　

運
転
中

は
携
帯
電
話
を
し
な
い
、
急
発
進
・
空

ふ
か
し
を
し
な
い
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は

正
し
く
着
用
し
、
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ

た
ス
マ
ー
ト
運
転
を
し
よ
う
！

飲
酒
運
転
四（
し
）な
い
運
動

　

運
転
者
は

一
、
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。

二
、
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

　

家
庭
・
地
域
で
は

三
、
運
転
す
る
人
に
酒
を
す
す
め
な
い
。

四
、
酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

※　

反
射
タ
ス
キ
を
防
災
交
通
課
で
無
料

　

配
布
し
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

　

防
災
交
通
課
交
通
係　

�（
４
８
）１
１

　

１
１（
内
２
７
７
）

【
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う
】

【
子
ど
も
や
高
齢
者
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
】

【
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う
】

【
思
い
や
り
の
意
識
を
高
め
、

交
通
マ
ナ
ー
を
向
上
し
よ
う
】
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す
べ

て
の
人
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は
地
域
社

会
で
あ
り
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し

た
少
年
の
更
生
を
果
た
す
場
も
地
域
社
会

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
更
生
を
実
効
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
本
人
の
意
欲
と

併
せ
、
本
人
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

近
年
、
少
年
に
よ
る
凶
悪
重
大
な
事
件

が
相
次
ぎ
、
い
じ
め
・
不
登
校
・
ひ
き
こ

も
り
な
ど
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
急
速
な
社
会
の
変
化

の
中
で
、
地
域
社
会
の
機
能
が
弱
体
化
し
、

住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
親
子
の
対
話
が

減
る
な
ど
、
地
域
社
会
や
家
庭
が
持
っ
て

い
た
犯
罪
抑
止
力
や
教
育
力
が
低
下
し
た

こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
学
校
を
は
じ
め
関

係
機
関
・
団
体
の
連
携
を
推
進
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
幅
広

い
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
人

も
子
ど
も
も
夢
や
希
望
を
持
っ
て
、
支
え

合
っ
て
生
き
て
い
け
る
明
る
い
地
域
づ
く

り
に
参
画
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
七
月
を
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
強
調
月
間
と
し
て
、
今
回
の
運
動

の
重
点
目
標
を
次
の
と
お
り
と
し
ま
し
た
。

重
点
目
標

①　

犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
地
域

社
会
で
支
え
よ
う

②　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち

直
り
を
支
え
よ
う

③　

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域
社
会

の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
し
よ
う

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
く
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
積

極
的
に
運
動
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

七
月
一
日
（
日
）　

午
前
十
時
〜

□
場　

所　

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
エ
ス

ペ
ラ
ン
ス
丸
山
）

□
内　

容　

児
童
・
生
徒
の
意
見
発
表
、

ビ
デ
オ
上
映
な
ど

　
青
少
年
健
全
育
成

　
青
少
年
健
全
育
成 

推
進
大
会

推
進
大
会 

　
青
少
年
健
全
育
成 

推
進
大
会 

社
会
を
明
る
く
す
る

社
会
を
明
る
く
す
る 

 

運
動
大
会

運
動
大
会 

社
会
を
明
る
く
す
る

社
会
を
明
る
く
す
る 

 

運
動
大
会

運
動
大
会 

社
会
を
明
る
く
す
る 

 

運
動
大
会 

◎黄色い羽根は、「社会を明るくする運動」
への理解と協力のあかしです。

平成２４年度 

社会を明るくする運動 
犯罪や非行を防止し、 
立ち直りを支える地域のチカラ。 

社会を明るくする運動 社会を明るくする運動 

主唱／法務省 

　

子
育
て
支
援
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

と
ミ
ニ
集
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

講
演
会

□
日　

時　

七
月
七
日（
土
）午
前
九
時
半

　

〜
午
前
十
一
時
半

□
場　

所　

中
央
公
民
館
本
館
３
０
１
号
室

□
演　

題　

み
ん
な
で
育
て
よ
う
！
阿
久

　

比
の
子
ど
も

　

一
部
は
玉
野
井
サ
ダ
メ
氏
を
講
師
に

迎
え
た
講
演
会
、二
部
は「
み
ん
な
で
考

え
よ
う
！
地
域
で
子
ど
も
を
支
え
る
と

は
」と
題
し
た
お
話
し
会
を
行
い
ま
す
。

ミ
ニ
集
会

□
日　

時　

七
月
十
四
日（
土
）午
後
七
時

　

〜
午
後
九
時

□
場　

所　

中
部
公
民
館
二
階
和
室
（
大

　

字
椋
岡
）

□
内　

容　

子
育
て
の
楽
し
み
、
悩
み
、

　

苦
労
話
な
ど
を
語
り
合
い
ま
す
。

　

※　

宮
津
、
宮
津
団
地
、
阿
久
比
団
地

　
　

の
各
地
区
で
も
随
時
開
催
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
４
６
）
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保険料について

　平成２４年度後期高齢者医療保険料の確定通知を７月中旬に郵送します。
○　保険料の計算方法
　　保険料は、被保険者全員に等しく負担していただく「均等割額」と所得に応じて負担していただく「所得割額」
を合計し、個人単位で計算されます。
　☆愛知県広域連合の保険料

　　所得の低い方や、後期高齢者医療に加入する前日に職場の健康保険の被扶養者だった方の保険料は、減額して
計算されます。
○　保険料の納め方
　《特別徴収》
　　　年金額が年額１８万円以上であり、介護保険料と合わせた保険料額が年金額の２分の１を超えない人は、年

金から天引きされます。
　　※　年度の途中で転入、７５歳になった方などは、一定期間特別徴収となりません。
　《普通徴収》
　　　口座振替や納付書などで個別に納付していただきます。

○　保険料の支払方法の選択
　　特別徴収（年金からの天引き）に替えて、「口座振替」による普通徴収を選択することができます。希望され
る方は、支払方法変更の申請と口座振替の手続きが必要です。
　　※　社会保険料控除の適用になる方は、振替の口座名義人です。
○　口座振替の手続き
　　預金通帳、通帳印、保険証をお持ちのうえ、金融機関または住民福祉課で手続きをしてください。

保険証の更新について

　現在使用している保険証の有効期限は、７月３１日です。
　このため、８月１日から使用する保険証を７月中旬から簡易書留郵便で郵送します。
○　保険証の色が、オレンジ色から若草色に変わります。
○　保険証は、有効期限を過ぎると使用できませんので、８月１日以降に医療機関等で受診されるときは、必ず新
しい保険証を提示してください。
　　期限が切れた保険証は、８月以降役場へお越しの際に返却していただくか、ご自分で破棄していただいても構
いません。

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証

　現在、減額認定証をお持ちで、平成２４年度も引き続き住民税非課税世帯の方については、更新の手続きは不要で
す。７月下旬に減額認定証を送付します。

所得割額
（総所得金額等－３３万円）×８.５５％＋均等割額

４３,５１０ 円＝保険料額
（賦課限度額５５万円）

□問い合わせ先　住民福祉課福祉医療係　�（４８）１１１１（内２１５・２５７）

☆が納付月

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月区　　分

☆☆☆☆☆☆特別徴収

☆☆☆☆☆☆☆☆普通徴収
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お医者さんにかかるときの自己負担は？
　被保険者の方がお医者さんにかかるときは、医療費の一部を自己負担することになります。
　世帯の前年の所得をもとに、８月から翌年７月までの負担割合を判定します（毎年、所得の状況により判定します）。
ただし、判定後に所得更正（修正）があった場合は、再判定を行い、８月にさかのぼって適用します。
　世帯員の異動（死亡、転入、転出など）があったときは、随時再判定を行い、負担割合が変わる場合があります。その
場合、原則、異動のあった月の翌月から適用されます。
　☆一般、区分Ⅰ、区分Ⅱの方　…　１割負担
　☆現役並み所得のある方　　　…　３割負担

○　「現役並み所得のある方」（３割負担）と判定された場合でも、次の場合、申請により翌月（申請日が１日の場合は当
月）から「一般」（１割負担）の適用になります。

入院したときの食事代は？
　入院したときの食事のうち、決められた金額までは自己負担になります。

※　直近の１２カ月間で、区分Ⅱの認定を受けている期間の入院日数

自己負担が高額になったときは？
　医療費の自己負担が下表の自己負担限度額を超えたときは、申請により高額療養費として差額を支給します。
　申請が必要な方には別途お知らせします。（ただし、２回目以降の申請は不要です。）
○　高額療養費は、暦月（月の１日から末日まで）ごとに計算されます。
○　入院したときに医療費の自己負担額以外に負担していただく食事代、差額ベッド代などは、高額療養費の対象になり
ません。

○　７５歳となり資格を取得された方（毎月 1日生まれの方を除く。）は、７５歳の誕生月は自己負担限度額が半額になります。

※　過去1年間に、世帯の限度額を超えて高額療養費に３回以上該当している場合、　４回目から世帯の限度額が４４,４００円に
なります。

食事療養標準負担額（１食につき）区　　分

２６０ 円「一般」および「現役並み所得のある方」

２１０ 円入院９０日まで
区分Ⅱ

１６０ 円入院９１日以上※

１００ 円区分Ⅰ

被保険者の収入額が３８３万円未満のとき…被保険者の方が 1人の世帯①

被保険者と７０歳から７４歳の方の収入額の合計が
５２０万円未満のとき

…
被保険者の方が１人で、その被保険者の収入額が３８３万円以上
であって、かつ同じ世帯に後期高齢者医療制度以外の医療保
険に加入している７０歳から７４歳の方がいる世帯

②

被保険者の収入額の合計が５２０万円未満のとき…被保険者の方が２人以上いる世帯③

自己負担限度額
区　　分

世帯の限度額（外来＋入院）個人の限度額（外来のみ）
※８０,１００円＋（医療費－２６７,０００円）×１％４４,４００ 円現役並み所得のある方

４４,４００ 円１２,０００ 円一般
２４,６００ 円

８,０００ 円
区分Ⅱ

１５,０００ 円区分Ⅰ

一般

以下の「現役並み所得のある方」、「区分Ⅱ」、「区分Ⅰ」に該当しない方

現役並み所得のある方

同一世帯に市町村民税の課税所得が１４５万円以上ある被保険者の方がいる世帯の方をいいます。

区分Ⅱ

市町村民税非課税世帯で、区分Ⅰに該当しない方

区分Ⅰ

　世帯全員の各種所得（公的年金は控除額を８０万円で計算）が０円の方または、世帯全員が市
町村民税非課税で、被保険者本人が老齢福祉年金を受給している方。
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福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす福祉医療制度を紹介します
　福祉医療制度は、子ども、障害者、母（父）子家庭、高齢者などの皆さんが安心して必要な医療が受けられるよう
に、医療費の自己負担額を軽減するための助成制度です。
□問い合わせ先　住民福祉課福祉医療係　�（４８）１１１１（内２１５・２５７）

所得制限対象者など福祉医療制度名

な　し
◎中学校卒業（１５歳に達する年度末）までの子どもの保護者
⇒　「子ども医療費受給者証」が発行され、医療機関などでの
自己負担額はありません。

子ども医療

な　し

◎身体障害者手帳所持者のうち
　①１級～３級の方
　②腎臓機能障害の４級の方
　③進行性筋萎縮症の４級～６級の方
◎療育手帳所持者のうち IQ５０以下の方
◎自閉症と診断された方
⇒　「障害者医療費受給者証」が発行され、医療機関などでの
自己負担額はありません。

障害者医療

な　し

◎通院の場合　自立支援医療受給者証所持者
⇒　「精神障害者医療費受給者証」が発行され、医療機関など
での自己負担額はありません。

◎入院の場合　精神障害者保健福祉手帳１級又は２級所持者
⇒　医療機関（精神科受療のみ）で一度支払い、後日申請によ
り自己負担額分をお返しします。（「精神障害者医療費受給
者証」の発行はありません。）

精神障害者医療

児童扶養手当本人一部支給
制限額準用

◎１８歳の年度末までの児童を扶養している母（父）とその児童
◎父母のいない１８歳の年度末までの児童
⇒　「母子家庭等医療費受給者証」が発行され、医療機関など
での自己負担額はありません。

母子家庭等医療

①母子家庭等医療に準ずる
②障害児福祉手当準用
③町民税非課税世帯
④⑤⑥なし

◎後期高齢者医療制度の被保険者のうち
　①母子家庭等医療の要件に該当する者
　②戦傷病者手帳所持者
　③ひとり暮らし老人、ねたきり老人、認知症老人
　④障害者医療の要件に該当する者
　⑤結核予防法、精神保健法による命令入所該当者
　⑥精神障害者保健福祉手帳１級または２級所持者
⇒　「後期高齢者福祉医療費受給者証」が発行され、医療機関
などでの自己負担額はありません。

後期高齢者福祉
医療

※　上記各「医療受給者証」は、原則使用できるのは、愛知県内の医療機関などに限られます。
　　愛知県外で診療された場合は、一度窓口でお支払いください。後日、領収書などを添付し、町へ請求し
ていただき、自己負担分を振り込みでお返しします。

☆８月１日から替わります
　母子家庭等医療、後期高齢者福祉医療（一部）の受給者は、「医療受給者証」が更新になります。該当者には申
請書を送付しますので、期間内に提出してください。
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「住民税１％町民予算枠」制度の 
を募集中です 『わくわくアイデア事業』・『わくわくコラボ事業』 『わくわくアイデア事業』・『わくわくコラボ事業』 『わくわくアイデア事業』・『わくわくコラボ事業』 『わくわくアイデア事業』・『わくわくコラボ事業』 

　住民税１％町民予算枠制度とは、前年度個人住民税の１％である
約１,３００万円を財源に、町民や町民活動団体の皆さんに公益的な事
業を企画提案していただき、実現していくものです。
　行政だけが行うまちづくりから、町民の皆さんが参加するまち
づくりを目指していきます。
※　公益的とは、特定の個人や組織・団体のみの利益ではなく、
広く社会一般の利益になることを表す言葉です。

　応募期限は、わくわくアイデア事業・わくわくコラボ事業と
もに８月１５日（水）です。
　応募いただいた事業は、書類審査を経て、９月１５日（土）開催の
公開ヒアリング審査を行います。ヒアリング審査は、応募者に
も参加していただきます。
　詳細は募集要項をご覧ください。募集要項・応募書類は、政
策協働課窓口で配布しています。町ホームページからダウン
ロードすることもできます。
（http://www.town.agui.lg.jp/ka/wakuwaku.html）
□応募方法　政策協働課窓口に直接持参するか、政策協働課協

働推進係宛に郵送してください。（当日消印有効）
□審査後の流れ　採択・不採択を決定し、９月下旬頃通知します。
　○採択されたわくわくアイデア事業は、来年度に町が実施し

ます。
　○採択されたわくわくコラボ事業は、来年度に町民活動団体

が実施し、採択交付決定額のうち補助対象経費の全額を、
町から補助金として町民活動団体へ交付します。

□問い合わせ・郵送での送付先

　政策協働課協働推進係　�（４８）１１１１（内３０３）
　〒４７０-２２９２　阿久比町大字卯坂字殿越５０番地

　協働のまちづくりに向けた「未来づくり
説明懇談会」を、５月７日～２８日に英比小学
校体育館など町内各施設で開催しました。
７会場合わせて約２００人の参加がありまし
た。
　職員が、今年度から新たに始まる住民税
１％町民予算枠の制度に関する説明をした
後、参加者からはさまざまな質問がありま
した。ほかにもまちづくりについての提言
や要望をいただき、住民の皆さんと活発な
意見交換を行いました。

「未来づくり説明懇談会」を
開催しました

□募集内容　公共的な視点から、まちづくり
に有益な事業や身近な課題の解決
となる事業を提案してください。

□提案できる方　町在住の個人または町
　　　　　民で組織する団体

◎���������� □募集内容　町民活動団体が自発的に行うまちづ
くりに有益で公益的な事業を企画して
ください。

□企画できる方　町内で公益的な活動を行う
　　　　　５人以上（うち過半数が町内在
　　　　　住・在勤・在学）で構成さ
　　　　　れた町民活動団体

◎わくわくコラボ事業

　企画提案は悩まずに、まずは 
政策協働課に問い合わせください。 
　提案に関する相談を受けると
ともに、書類作成のアドバイスを
　　させていただきます。 
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●土曜日に図書室で自学自習

勉強する子どもたち

英比小学校の児童６７人が６月９日、図書室に集まり、
自分たちで持ち寄った算数、国語の勉強をしました。
分からないところは、ボランティアの教師や地域の人
が教え、休憩を挟んで２時間、子どもたちは集中して
学習しました。
英比小学校の学校支援地域本部が昨年度行ってきた
「週末子ども教室」の進化形として、今年度実施する
土曜教室で、この日開校した「えいび　学びーず」。
休憩時間には、フォークダンスを踊ったり将棋などで
遊んだりして、勉強だけでなく楽しいこともいっぱい。
今後も、月２回程度開催します。

●「ふだんの　くらしの　しあわせ」が大事

講演する原田准教授

「あぐいの『これからの地域福祉』を考えるシンポ
ジウム」が６月３日、勤労福祉センター（エスペラン
ス丸山）でありました。
町社会福祉協議会が企画し、３部構成で行われたシ

ンポジウム。１部は日本福祉大学准教授の原田正樹さ
んの基調講演。原田先生は「これから高齢者は制度だ
けでは支えきれない。地域で福祉を考えていかなけれ
ば」と１５０人の参加者の前で話しました。
２部では町内団体による小地域福祉活動や友愛活動

などの実践例の紹介、３部では近隣市町の関係者を招
いて、協働時代の地域福祉の進め方を語り合いました。

ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれああああああああああああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいのののののののののののののののののののののののののののののの森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森でででででででででででででででででででででででででででででで梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅ままままままままままままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりふれあいの森で梅まつり

　阿久比梅栽培組合主催の「梅まつり」が６月１０日、ふれあいの森と周辺梅畑で開かれました。
　梅雨の晴れ間となったこの日、会場には約２,０００人が訪れました。毎年この時期に開かれる、梅の特産化を目
指したＰＲと消費拡大を目的した催しです。
　梅畑での「青梅もぎとり体験」では、お父さんに肩車された子どもが、高い所にあるウメの実に手を伸ばす
姿が多く見られました。採った実をバケツに入れると、笑みがこぼれていました。
　県農村生活アドバイザーによる実演講習会では、「減塩梅干し」の作り方を紹介。「梅干しおこわ」と「梅ジュー
スの寒天寄せ」の試食も、会場の皆さんに大好評でした。
　来場者は、梅を満喫したり公園で遊んだりと、さわやかに晴れ渡った１日を楽しんでいました。

自分で採った実を手にする子ども 減塩梅干しの実演講習をする皆さん
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　政策協働課�（４８）１１１１（内３０３）

●収穫が待ち遠しい

一列に並んで苗を植える子どもたち

南部小学校の５年生児童７７人が６月８日、小学校近
くの梛野智造さん（高岡）の水田で、田植え体験をし
ました。１組と２組が交代で田んぼに入り、クラス全
員が一列に並んで「祭り晴」の苗を植えました。
泥の中に足が沈んでいくと声を上げる子どもたち。
始めは「気持ち悪い」とその感触に戸惑っていました
が、すぐに慣れると楽しげに苗を植えていました。梛
野さんは「稲の成長を確かめに今後も見に来てくださ
い」と、泥だらけになった子どもたちに話しました。
学校では、手伝いなどでお世話になった人たちを招
いて「収穫祭」を１１月に行います。

●むし歯予防デーで歯科健診

フッ素を塗ってもらう子ども

町と半田歯科医師会が共催で６月５日、保健セン
ター（オアシスセンター）で「むし歯予防デー」とし
て歯科健診とフッ素塗布を行いました。
会場を訪れた２６５人は、歯科医師による健診で、虫
歯がないかチェックしてもらいました。
健診後、子どもたちは歯の表面にフッ素を塗っても

らうのですが、椅子に座り歯医者さんを前にすると緊
張気味。フッ素を塗る前や塗ってもらう間、力が入っ
てしまい、なかには泣き出してしまう子も。先生が
「終わったよ」と言うと安心し、ようやく笑顔になる
子どもたちでした。
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ル
ほ
ど
の
高
さ
に
な
る

ま
で
は
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
、
そ

の
後
は
一
気
に
成
長
す
る
と
聞
い
て

い
た
の
で
、
つ
ぼ
み
が
つ
く
の
は
ま
だ

先
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

予
定
よ
り
も
か
な
り
早
い
展
開
で

す
が
、
楽
し
み
が
一
つ
増
え
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
環
境
課
環

境
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
０
）
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�◆
開
講
日　

九
月
三
日
、
十
日
、
二
十
四

日
の
各
月
曜
日
【
全
三
回
】

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会　

場　

中
央
公
民
館

◆
対　

象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

◆
定　

員　

十
組

◆
受
講
料
な
ど　

千
五
百
円
程
度

◆
内　

容　

お
母
さ
ん
の
手
の
ひ
ら
で
、

赤
ち
ゃ
ん
を
軽
く
マ
ッ
サ
ー
ジ

し
た
り
、
体
操
し
た
り
し
ま
す
。

◆
講
師　

河
島
理
世

�◆
開
講
日　

九
月
十
九
日（
水
）、
二
十
一

日（
金
）、
二
十
四
日（
月
）、
二

十
六
日（
水
）、
二
十
八
日（
金
）、

十
月
一
日（
月
）、三
日（
水
）【
全

七
回
】

◆
時　

間　

午
後
四
時
〜
午
後
六
時

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ふ
れ
あ
い
教
室

パ
ソ
コ
ン
教
室
「
ワ
ー
ド
の
基
礎
」

◆
会　

場　

阿
久
比
中
学
校

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
九
百
円
程
度

◆
内　

容　

ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
を
は
じ

め
文
字
入
力
、
表
や
イ
ラ
ス
ト

の
挿
入
な
ど
、
ワ
ー
ド
の
さ
ま

ざ
ま
な
機
能
を
学
び
ま
す
。

◆
講　

師　

近
藤
恵
子

�◆
開
講
日　

十
月
十
日（
水
）、
十
二
日

（
金
）、
十
五
日（
月
）、
十
七
日

（
水
）、
二
十
三
日（
火
）、
二
十

四
日（
水
）、二
十
六
日（
金
）【
全

七
回
】

◆
時　

間　

午
後
四
時
〜
午
後
六
時

◆
会　

場　

阿
久
比
中
学
校

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
九
百
円
程
度

パ
ソ
コ
ン
教
室「
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
」

◆
内　

容　

エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
を
は

じ
め
デ
ー
タ
入
力
や
表
計
算
、

グ
ラ
フ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど

エ
ク
セ
ル
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

を
学
び
ま
す
。

◆
講　

師　

近
藤
恵
子

�◆
開
講
日　

十
月
四
日
、
十
一
日
、
十
八

日
、
十
一
月
一
日
、
八
日
の
各

木
曜
日
【
全
五
回
】

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会　

場　

中
央
公
民
館

◆
対　

象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
　
　
　
　
（
託
児
付
き
で
す
が
、託
児
で

き
る
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま

す
。）

◆
定　

員　

八
組

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
五
百
円
程
度

◆
内　

容　

テ
ー
マ
は
「
親
子
で
楽
し
く

食
育
を
考
え
よ
う
！
健
や
か
に

育
て
よ
う
！
絵
本
を
読
も

う
！
」。各
回
の
予
定
は
次
の
と

お
り
で
、
毎
回
昼
食
も
作
り
ま

す
。
①
マ
イ
エ
プ
ロ
ン
を
つ
く

ろ
う
②
お
友
達
を
知
ろ
う
③
歯

の
お
は
な
し
④
好
き
な
食
べ
物

親
子
で
食
育
＆
遊
び
＆
読
み
聞
か
せ

「
す
く
す
く
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

を
書
い
て
み
よ
う
⑤
こ
の
食
べ

物
な
あ
に
？

◆
講　

師　

水
野
良
美

�◆
開
講
日　

八
月
二
十
一
日（
火
）、
二
十

三
日（
木
）【
全
二
回
】

◆
時　

間　

二
十
一
日
は
午
後
一
時
半
〜

午
後
三
時
、
二
十
三
日
は
正
午

〜
午
後
四
時

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
、
名
古
屋
ボ
ス

ト
ン
美
術
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

六
百
円
程
度
（
美
術
館

入
場
料
な
ど
は
別
途
必
要
）

◆
内　

容　

絵
を
見
る
の
が
好
き
な
人
が
、

美
術
館
で
の
絵
画
鑑
賞
法
を
学

び
ま
す
。
二
日
目
は
実
際
に
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
へ
行
き
ま
す
。

◆
講　

師　

神
谷
由
美

�◆
開
講
日　

八
月
二
十
五
日
、九
月
八
日
、

二
十
九
日
、十
月
十
三
日
、二
十

七
日
の
各
土
曜
日【
全
五
回
】

◆
時　

間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

◆
会　

場　

中
央
公
民
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

十
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
円

◆
内　

容　

中
国
旅
行
に
役
立
つ
基
礎
的

な
中
国
語
会
話
と
中
国
の
慣
習
、

文
化
を
学
び
ま
す
。

◆
講　

師　

倪
丹
中
国
語
学
院
長　

倪
丹

美
術
館
へ
行
っ
て
み
よ
う
！

や
さ
し
い
中
国
語
会
話
〜
旅
行
編
〜

平
成
２４
年
度
第
二
期 

生
き
が
い
教
室
・
講
座
開
講 

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
涯
学
習
を
支
援
す
る
教
室
・
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
年
四
回
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
第
二
回
目
で
す
。 

　
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 
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�◆
開
講
日　

八
月
五
日
、九
月
九
日
、十
月

二
十
一
日
、十
二
月
九
日
、二
十

三
日
の
各
日
曜
日【
全
五
回
】

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会　

場　

中
央
公
民
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

四
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内　

容　

近
年
の
気
象
の
変
異
、特
徴
、

風
水
害
に
至
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

学
習
し
、そ
れ
に
備
え
る
術
を

考
え
ま
す
。

◆
講　

師　

名
古
屋
地
方
気
象
台

　
　
　
　
　
　

防
災
調
査
官　

奥
清
治

　
　
　
　
　

愛
知
県
建
設
部
河
川
課

　
　
　
　
　
　

主
査　

加
藤
純
丈

　
　
　
　
　
　

主
任　

太
田
克
久

　
　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
い
ち
防
災
リ
ー

ダ
ー
育
成
支
援
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　

理
事
長　

太
田
貴
代
子

　
　
　
　
　
　

副
理
事
長　

早
川
澄
男

�◆
開
講
日　

八
月
七
日
、二
十
一
日
、九
月

四
日
、十
八
日
、十
月
二
日
、十

六
日
、十
一
月
六
日
、二
十
日
、

怖
い
風
水
害
！
風
水
害
を
知
り
、
風

水
害
に
備
え
よ
う

さ
く
ら
草（
ヨ
ガ
）

十
二
月
四
日
、十
八
日
、平
成
二

十
五
年
一
月
八
日
、十
五
日
、二

月
五
日
、十
九
日
、三
月
五
日
、

十
九
日
の
各
火
曜
日【
全
十
六

回
】

◆
時　

間　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

◆
会　

場　

白
沢
区
民
館

◆
対　

象　

六
十
歳
以
上
の
人

◆
定　

員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

一
カ
月
五
百
円

◆
内　

容　

高
齢
者
の
健
康
維
持
の
た
め

に
、ヨ
ガ
で
体
を
動
か
し
ま
す
。

◆
講　

師　

竹
内
景
子

�◆
開
講
日　

八
月
十
九
日（
日
）、九
月
二

十
三
日（
日
）、十
月
十
四
日

（
日
）、十
一
月
二
十
三
日（
祝
・

金
）、十
二
月
十
六
日（
日
）【
全

五
回
】

◆
時　

間　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

◆
会　

場　

中
央
公
民
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
百
円

◆
内　

容　

阿
久
比
町
に
も
縁
の
深
い
童

話
作
家「
新
美
南
吉
」。計
画
さ

れ
て
い
る
生
誕
百
年
の
記
念
行

事
前
に
、全
体
像
を
作
品
に
即

し
て
理
解
し
ま
す
。

◆
講　

師　

田
中
敬
教

�◆
開
講
日　

九
月
十
四
日
、十
月
十
二
日
、

十
一
月
二
日
、十
二
月
十
四
日
、

生
誕
百
年
の
新
美
南
吉
を
読
む

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
＆
サ
ボ
ン

ド
フ
ル
ー
ル

平
成
二
十
五
年
一
月
十
一
日
、

二
十
五
日
、二
月
八
日
の
各
金

曜
日【
全
七
回
】

◆
時　

間　

午
後
零
時
半
〜
午
後
三
時

◆
会　

場　

中
央
公
民
館

◆
対　

象　

一
般（
全
七
回
の
う
ち
三
回

以
上
参
加
で
き
る
人
）

◆
定　

員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

一
回
三
千
円（
毎
回
徴

収
）

◆
内　

容　

サ
ボ
ン
ド
フ
ル
ー
ル（
石
鹸

の
花
）と
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
の
二
種
類
の
材
料
を
使
い
、

一
回
目
か
ら
次
の
と
お
り
に
作

品
を
作
り
ま
す
。①
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
ベ
ー
ス（
中
央
公
民
館
で
見

本
展
示
中
）②
壁
掛
け
③
ク
リ

ス
マ
ス
用
④
お
正
月
用
⑤
ガ
ラ

ス
ド
ー
ム
⑥
ピ
ン
ブ
ロ
ー
チ
⑦

お
楽
し
み

◆
講　

師　

小
林
美
代
子

�◆
開
講
日　

九
月
五
日
、十
二
日
、十
九
日
、

二
十
六
日
、十
月
三
日
の
各
水

曜
日【
全
五
回
】

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
午
前
十
一
時
半

◆
会　

場　

中
央
公
民
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　
　

員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内　

容　

呼
吸
、座
位
、立
ち
ポ
ー
ズ
、

う
つ
伏
せ
な
ど
ヨ
ガ
の
基
本
か

ら
始
め
て
い
き
ま
す
。

◆
講　

師　

竹
内
景
子

初
心
者
で
も
は
じ
め
ら
れ
る
ヨ
ガ

生涯学習教室・講座 生きがい教室・講座 

�

�

�

�

����������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

□申し込み資格　町内に在住・在勤・在学している方

□申込期限　７月１３日（金）

□申し込み方法など

　　電話（平日午前９時～午後５時）、ＦＡＸ、電子メール、公民館窓口で申し込んでください。

　※　定員を越えた場合は初めての方を優先し、抽選により決定します。講師の都合による場合

や、申し込みが１０人未満のときは、変更などもありますのでご了承ください。

□問い合わせ先　社会教育課公民館係　�（４８）１１１１（内２６０）　ＦＡＸ（４８）６２２９

　電子メール kominkan@town.agui.lg.jp
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○ １１６ 幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育のののののののののののののののののののののののののののののののさささささささささささささささささささささささささささささささらららららららららららららららららららららららららららららららなななななななななななななななななななななななななななななななるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進ににににににににににににににににににににににににににににににに向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけててててててててててててててててててててててててててててててて
　町では、子どもたちが夢や希望をもち、健やかに心豊かでたくましく成長する
ことを願って、平成１７年に幼保小中一貫教育プロジェクトを立ち上げました。こ
れまでの 7年間の実践活動で、すべてではありませんが初期の目的を達成する段
階になってきました。縦糸としての「幼保小中のつながりと指導者の連携」に確
かさをはっきりと感じ、横糸としての「園・学校、家庭・地域・行政の連携」に
良い兆しが見え始めています。日々の教育活動の中で、直面する課題や問題点を
打破し、期待される「心豊かでたくましい、へこたれない人間」に子どもたちを
育て上げるため、なお一層充実した保育・教育を進めなければなりません。保育・
教育の専門家として当たり前のことですが、もう一度、足下をじっくり見つめ直
し、発達段階を考慮した「理論より実践」を主眼においた本物の保育・教育を追
求していくことが必要です。しかし、保育・教育は園・学校だけでできるもので
はありません。家庭や地域の皆さんの強力な支援、協力が求められます。
　時間に追われる日々の中でも「忙中閑あり」の精神で、故事の「なせば成る、
為さねばならぬ何事も、成らぬは人の為さぬなりけり」の教えを受けて指導者、
大人が強い精神力を発揮しなければ、将来を切り拓く、たくましい人間を育て上
げることはできません。幼保園、小中学校の校章である『梅の花』は、２月の厳
寒を耐え忍び、長期間に渡って咲き誇り、やがて花は散りますが立派な実へと成
長します。寒さに耐え忍べば忍ぶほど、春の温かさを感じるような保育・教育を
期待しています。
　町民の全知力を結集し、未来を拓く子どもたちの保育・教育に全力で取り組む
ことは、人生の先輩として当たり前のことです。そして、２６,０００人の阿久比町民全
員が教育者であるという教育理念を持ちたいものです。「子どもたちに教えられ育
つ大人たち」と「自分を一歩も二歩も超越した人間に育て上げようとする大人た
ち」。全町民が「子どもから学ぶ大人、大人から学ぶ子ども」として、全町民が共通の考えと情熱をもち、参画す
る「学舎（まなびや）」を創造することを目指していきます。
　その実現はやがて、不易と流行を鮮明にするとともに教育の在り方を明確にし「未来ある子どもたち」のために
価値ある存在になるものと確信しています。
　『大人が変われば、子どもも変わる』を合言葉に『教育のまち　阿久比』を構築しようではありませんか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿久比町教育委員会教育長　鳥居久男

□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）

幼保小中一貫教育推進構想 

町民全てが指導者に！！ 

本物の保育・教育の追求 

梅の花に思いを込めて… 

町全体を学舎（まなびや）に！！ 

阿久比町全体を学舎に、町民全てが指道者に！！ 
「大人が変われば、子どもも変わる」 

梅の花は、阿久比町の花であり、 
　多くの園・学校の園章・校章のデザインで使われています。 

梅は、２月の厳寒の中、堪え忍
び、長い期間咲き誇ります。暖
かくなって短い期間しか咲かな
い桜とは大きく違います・寒さ
に耐え忍び、春の温かさを感じ
る中で実を結ぶ、そんな保育・
教育を期待したいものです。 

理論より実践！「実践あるのみ」
学齢ごとの指導者の繋がり強化
欠落なき、落差なき具現化 

子どもにとって、全ての大人が指
導者であり、お手本です。 

子どもにとって、阿久比町（人、物）
全てが学びの対象であり、阿久比
町全体が学びの場です。 
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お
も
ち
ゃ
ば
こ
を
か
か
え
た
ゆ
き

ち
ゃ
ん
は
、
マ
マ
に
話
し
か
け
ま
し
た
。

「
マ
マ
」

「
な
あ
に
」

　

マ
マ
は
、
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
む
つ
を

か
え
な
が
ら
、

「
ま
あ
く
ん
、
お
し
っ
こ
出
ち
ゃ
っ
た

ね
え
」

と
、
言
い
ま
し
た
。　

「
マ
マ
」

「
な
あ
に
」

　

マ
マ
は
、
あ
か
ち
ゃ
ん
の
手
を
に
ぎ

り
な
が
ら
、

「
ま
あ
く
ん
、
き
ょ
う
は
、
ど
の
お
よ

う
ふ
く
が
い
い
か
し
ら
」

と
言
っ
て
ふ
く
を
か
え
ま
し
た
。

「
マ
マ
」

「
だ
か
ら
、
な
あ
に
」

　

マ
マ
は
あ
か
ち
ゃ
ん
を
だ
っ
こ
し
て
、

せ
ん
た
く
き
の
方
へ
行
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

ゆ
き
ち
ゃ
ん
は
、
ま
ま
ご
と
セ
ッ
ト

を
出
し
て
、
に
ん
じ
ん
を
切
っ
て
、
じ
ゃ

が
い
も
を
な
べ
に
入
れ
て
、
コ
ン
ロ
に

の
せ
て
、
そ
れ
か
ら
、
お
皿
に
ハ
ン
バ
ー

グ
を
の
せ
て
、
ひ
と
り
で
食
べ
ま
し
た
。

「
ゆ
き
ち
ゃ
ん
、
ま
あ
く
ん
を
み
て
て

ね
」

　

マ
マ
は
、
あ
か
ち
ゃ
ん
を
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
に
ね
か
せ
て
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
せ

ん
た
く
も
の
を
ほ
し
に
い
き
ま
し
た
。

　

ゆ
き
ち
ゃ
ん
は
、
ま
ま
ご
と
の
お
も

ち
ゃ
を
お
い
て
、
ま
さ
し
く
ん
の
そ
ば

に
い
き
ま
し
た
。

　

ま
さ
し
く
ん
は
、
大
き
な
目
を
開
け

て
い
ま
し
た
。　

　

ゆ
き
ち
ゃ
ん
は
、
い
な
い
い
な
い
ば

あ
を
し
て
み
ま
し
た
。

　

ま
さ
し
く
ん
は
、
手
足
を
き
ゅ
っ

き
ゅ
と
ま
げ
の
ば
し
し
て
、
よ
ろ
こ
び

ま
し
た
。

「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」

「
キ
ャ
ッ
キ
ャ
」

　

ゆ
き
ち
ゃ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

わ
ら
い
ま
す
。

　

マ
マ
が
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
も
ど
っ
て
き

ま
し
た
。

「
さ
あ
、
ゆ
き
ち
ゃ
ん
。
お
か
い
も
の

に
い
き
ま
し
ょ
う
」

　

マ
マ
は
、
ま
さ
し
く
ん
を
ひ
ょ
い
っ

と
だ
き
あ
げ
て
、
だ
っ
こ
お
び
に
く
る

み
ま
し
た
。

　

ゆ
き
ち
ゃ
ん
は
、
げ
ん
か
ん
ま
で

走
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ま
で
は
、
歩

い
て
五
分
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。
ゆ
き

ち
ゃ
ん
は
、
こ
の
時
間
が
だ
い
す
き
で

す
。

　

だ
い
す
き
な
ピ
ン
ク
の
な
が
ぐ
つ
を

は
い
て
、
マ
マ
を
げ
ん
か
ん
で
ま
ち
ま

し
た
。
ゆ
き
ち
ゃ
ん
は
、
雨
の
日
も
晴

れ
の
日
も
お
で
か
け
は
、
こ
の
ピ
ン
ク

の
な
が
ぐ
つ
で
す
。

　

マ
マ
と
手
を
つ
な
い
で
、
で
も
、
ま

さ
し
く
ん
は
だ
っ
こ
で
す
。

「
ゆ
き
ち
ゃ
ん
、
今
日
も
お
か
し
は
一

個
ね
」

「
う
ん
」

　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
き
ま
し

た
。

　

マ
マ
は
、
た
ま
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
、

ひ
き
肉
と
、
か
い
も
の
に
お
お
い
そ
が

し
で
す
。

　

ゆ
き
ち
ゃ
ん
は
、
ひ
と
り
で
お
か
し

の
た
な
の
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
一
ま
い
を
え
ら
ん
で
、
マ
マ

の
持
つ
レ
ジ
か
ご
に
入
れ
ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
か
い
も

の
を
す
ま
せ
て
家
に
着
く
と
、
ま
さ
し

く
ん
が
な
き
だ
し
ま
し
た
。

　

マ
マ
は
、
ま
さ
し
く
ん
を
お
ろ
し
て
、

お
む
つ
を
か
え
て
、
そ
れ
か
ら
、
お
っ

ぱ
い
も
あ
げ
ま
し
た
。

　

ゆ
き
ち
ゃ
ん
は
心
の
中
で
思
い
ま
し

た
。

（
ま
さ
し
は
、
う
ん
ち
を
す
る
か
ら
き

ら
い
。
お
し
っ
こ
を
す
る
か
ら
き
ら
い
。

な
く
か
ら
き
ら
い
。
お
っ
ぱ
い
の
む
か

ら
き
ら
い
）

（
わ
た
し
は
、
お
む
つ
を
し
て
な
い
ぞ
。

パ
ン
ツ
を
ひ
と
り
で
は
け
る
ぞ
。
歯
が

は
え
て
る
ぞ
。
自
分
で
ジ
ュ
ー
ス
を
の

む
こ
と
が
で
き
る
ぞ
。
す
べ
り
台
に
の

ぼ
れ
る
ぞ
）

　

ゆ
き
ち
ゃ
ん
の
目
に
は
、
な
み
だ
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

「
マ
マ
ー
」

　

マ
マ
は
、
ゆ
き
ち
ゃ
ん
を
ぎ
ゅ
っ
と

だ
き
し
め
ま
し
た
。

「
ゆ
き
ち
ゃ
ん
、
今
日
の
ご
は
ん
は
、

ゆ
き
ち
ゃ
ん
の
大
好
き
な
ハ
ン
バ
ー
グ

で
す
よ
」

　

ゆ
き
ち
ゃ
ん
は
、
マ
マ
に
思
い
っ
き

り
だ
き
つ
き
ま
し
た
。

し
ろ
や
ま
会
員　

む
ら
た
と
も
こ

だ

っ

こ

し

て

だ

っ

こ

し

て

 

だ

っ

こ

し

て

だ

っ

こ

し

て

 

だ

っ

こ

し

て
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１８５ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０で確認してください。最新の
メッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも
　

内
閣
府
の
有
識
者
検
討
会
が
三
月
末
に

ま
と
め
た
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
域
と
す

る
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
と
き
の
震
度
分

布
を
推
計
し
た
結
果
で
、
阿
久
比
町
の
最

大
震
度
は
「
震
度
７
」
と
想
定
さ
れ
ま
し

た
。
各
家
庭
で
地
震
へ
の
備
え
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
地
震
発
生
時
の
家
具
の
転
倒

に
よ
る
死
亡
・
負
傷
な
ど
を
減
ら
す
た
め
、

無
償
で
対
象
世
帯
の
家
具
に
、
転
倒
防
止

金
具
を
取
り
付
け
ま
す
。

　

居
住
す
る
家
屋
の
寝
室
や
居
間
な
ど
に

設
置
し
て
あ
る
家
具
（
洋
服
ダ
ン
ス
・
和

ダ
ン
ス
・
食
器
戸
棚
な
ど
）
が
取
り
付
け

対
象
で
す
。
家
電
や
仏
壇
は
対
象
外
で
す
。

一
世
帯
四
点
ま
で
と
な
り
、
費
用
は
町
が

負
担
し
ま
す
。

　

町
が
指
定
す
る
チ
ェ
ー
ン
や
Ｌ
型
金
属

金
具
な
ど
を
使
用
し
、
壁
・
柱
な
ど
に
固

定
し
ま
す
。
固
定
す
る
た
め
に
家
具
な
ど

の
移
動
が
必
要
な
場
合
は
、
各
家
庭
で
移

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

受
け
付
け
は
、
閉
庁
日
を
除
く
十
一
月

三
十
日
ま
で
で
す
。

○
対
象
と
な
る
世
帯

　

阿
久
比
町
に
住
所
を
有
し
て
い
て
取
り

付
け
を
希
望
す
る
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
世
帯
と
し
ま
す
。

①　

満
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で

構
成
さ
れ
る
世
帯

②　

身
体
障
害
者
手
帳
「
三
級
」
以
上
の

方
が
属
す
る
世
帯

③　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳「
三
級
」

以
上
の
方
が
属
す
る
世
帯

④　

療
育
手
帳
「
Ｂ
」
判
定
以
上
の
方
が

属
す
る
世
帯

⑤　

母
子
世
帯
で
義
務
教
育
就
学
中
ま
た

は
就
学
以
前
の
子
供
が
属
す
る
世
帯

（
た
だ
し
、
義
務
教
育
終
了
後
の
子
供

が
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。）

⑥　

愛
知
県
特
定
疾
患
医
療
給
付
を
受
給

し
て
い
る
方
の
う
ち
、
重
症
患
者
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
が
属
す
る
世
帯

⑦　

①
〜
⑥
に
準
ず
る
世
帯
で
、
障
害
者

手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
が
、

税
法
上
の
特
別
障
害
者
控
除
に
該
当
す

る
方
が
属
す
る
世
帯

○
申
し
込
み
方
法
（
手
順
）

①　

印
鑑
を
持
参
し
、
防
災
交
通
課
窓
口

で
配
布
す
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

②　

取
り
付
け
を
希
望
す
る
家
具
な
ど
の

下
見
の
日
程
を
調
整
す
る
た
め
、
後
日
、

防
災
交
通
課
か
ら
電
話
連
絡
し
ま
す
。

③　

町
が
委
託
契
約
し
た
施
工
業
者
と
一

緒
に
防
災
交
通
課
担
当
者
が
訪
問
し
、

家
具
な
ど
の
下
見
を
し
ま
す
。

④　

施
工
業
者
と
取
り
付
け
作
業
日
時
を

決
定
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�

　南部小学校の１年生と２年生の児童１１４人が５月３０日、大
地震からの身の守り方を学びました。愛知県の地震体験車
「なまず号」で震度６強を体感した子どもたち。すべての
子が交代で体験し、揺れ始めると、先生からの指示通りに
素早く机の下に移動していました。どの子も揺れが治まる
まで机の下でじっとしていることができました。
　役場の担当職員は子どもたちに「実際の地震のときも慌
てずに、今日の訓練のように行動してください」と、愛知
県の防災キャラクター「防災ナマズン」とともに呼びかけ
ました。

南部小児童が地震体験

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				��������	
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15 □問い合わせ先　住民福祉課戸籍住民係　�（４８）１１１１（内２２５・３５３）

「住民基本台帳」閲覧状況の公表 「住民基本台帳」閲覧状況の公表 「住民基本台帳」閲覧状況の公表 
　住民基本台帳の閲覧制度は、法律で毎年１回以上閲覧状況を公表することが義務付けられています。これに基づ
き、平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日の閲覧状況を公表します。

□ 国または地方公共団体の機関の請求による閲覧　０件

□ 個人または法人の申出による閲覧

閲覧に係る住民の範囲・件数閲覧の年月日利用目的の概要閲覧申出者

草木地区内厄年該当者（昭和４６年・昭和５４年・昭和６３年４月～翌年
３月に生まれた者）　６４件

平成２３年５月２５日厄祭行事草木行政協力員　永井信廣

草木地区　８５件平成２３年６月２日
国土交通省観光庁２０１１
年度旅行・観光消費動
向調査

株式会社サーベイリサーチセン
ター　代表取締役　藤澤士朗

宮津地区内厄年該当者　６件平成２３年７月１日厄祭行事宮津行政協力員　新美�彦

宮津山田地区内の昭和１１年１２月３１日以前に生まれた者　１７１件平成２３年７月５日敬老行事宮津山田行政協力員　有末和彦

坂部地区内厄年該当者　７３件平成２３年８月１日厄祭行事坂部行政協力員　伊藤和幸

阿久比地区内厄年該当者　７８件平成２３年９月１５日厄祭行事阿久比行政協力員　山内�

卯之山地区内厄年該当者　４８件平成２３年９月２８日厄祭行事卯之山行政協力員　富永健彦

大古根地区内厄年該当者　９７件平成２３年９月２９日厄祭行事大古根行政協力員　新美義高

板山地区内厄年該当者　５６件平成２３年１０月１７日厄祭行事板山行政協力員　山本英行

大字宮津・阿久比・植大・椋岡・矢高・板山・卯坂・福住・白沢・
草木地区の平成３年以前に生まれた者　１００件

平成２３年１０月３１日
愛知県住宅用火災警報
器の普及設置促進事業
の設置実態調査

株式会社中日アド企画
代表取締役　宮下忠克

植地区内厄年該当者　９８件平成２３年１１月１日厄祭行事植行政協力員　竹内泰成

卯之山地区内厄年該当者　５０件平成２３年１１月７日厄祭行事卯之山行政協力員　富永健彦

萩地区内厄年該当者　１９件平成２３年１１月８日厄祭行事萩行政協力員　青木敏己

高岡地区内厄年該当者　１９件平成２３年１１月１０日厄祭行事高岡行政協力員　片山良樹

平成３年４月２日～平成４年４月１日に生まれた者　６件平成２３年１１月２２日新成人行事板山行政協力員　山本英行

矢口地区内厄年該当者　２９件平成２３年１１月２８日厄祭行事矢口行政協力員　新海裕幸

椋岡地区内厄年該当者　２６件平成２３年１１月２９日厄祭行事椋岡行政協力員　葛西久司

白沢地区の大正１１年５月１日～平成４年４月３０日に生まれた者　
２０件

平成２３年１２月２１日
日本たばこ産業株式会
社「２０１２年全国たばこ
喫煙者率調査」

株式会社ビデオリサーチ
代表取締役社長　若杉五馬

椋岡地区内の平成１５年４月２日～平成２１年４月１日に生まれた女
性　９件

平成２４年１月１７日祭礼行事椋岡行政協力員　葛西久司

昭和２１年４月１日～昭和２２年３月３１日に生まれた者と昭和２６年４
月１日～昭和２７年３月３１日に生まれた者　２１件

平成２４年１月１８日長寿会行事
福住園高台行政協力員　沼澤春
雄

南部小学校区の昭和６３年４月２日～平成元年４月１日に生まれた
者（植大・高岡地区）　４０件

平成２４年１月１８日消防団勧誘
阿久比町消防団
団長　竹内卓美

植地区内該当者　２２件平成２４年１月１９日長寿会行事植行政協力員　竹内泰成

東部小学校区の昭和６３年４月２日～平成３年４月１日に生まれた
者　７４件

平成２４年１月２３日消防団勧誘
阿久比町消防団
団長　竹内卓美

草木小学校区の昭和６２年４月２日～平成元年４月１日に生まれた
者　４２件

平成２４年１月３０日消防団勧誘
阿久比町消防団
団長　竹内卓美

英比小学校区の昭和５９年４月２日～平成元年４月１日に生まれた
者　２７４件

平成２４年２月１５日消防団勧誘
阿久比町消防団
団長　竹内卓美
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～私たちと一緒に働きませんか～ 

　平成２５年度に採用する阿久比町職員の採用候補者試験を次の要領で実施します。
□職種、受験資格および採用予定人数

採用予定人数受　　　験　　　資　　　格職　種

６人程度
（うち障害者１人）

昭和５２年４月２日以降生まれで、高等学校以上を卒業または平成２５年３月に卒
業見込みの方一般事務職

次のいずれにも該当する方
・昭和５２年４月２日以降生まれで、高等学校以上を卒業または平成２５年３月に
卒業見込みの方

・活字印刷文による出題に対応でき、身体障害者手帳の交付を受けていて、自
力による通勤、介助者なしで職務遂行が可能な方

一般事務職
（身体障害者）

１人程度昭和５２年４月２日以降生まれで、短大以上（土木課程専攻）を卒業または平成
２５年３月に卒業見込みの方土木技術職

１人程度昭和４２年４月２日以降生まれで、保健師免許を取得している方または平成２５年
３月３１日までに取得見込みの方保健師　　

１人程度
昭和４２年４月２日以降生まれで、短大以上を卒業または平成２５年３月に卒業見
込みの方で、幼稚園教諭免許と保育士資格を取得している方または平成２５年３
月３１日までに取得見込みの方

保育士・　
幼稚園教諭

□提出書類　・試験申込書　
　　　　　　・受験票
　　　　　　・健康診断書
　　　　　　・卒業 (見込 ) 証明書
　　　　　　・資格取得（見込）証明書〈保健師、保育士・幼稚園教諭の受

験者のみ必要〉
　　　　　　・身体障害者手帳の写し〈一般事務職（身体障害者）の受験者

のみ必要〉
　　　　　※　試験申込書、受験票は、役場総務課窓口に用意してあります。

町ホームページからダウンロードすることもできます。（http://www.town.agui.lg.jp/ka/25saiyo.html）
　　　　　　　健康診断書は、平成２４年４月以降のもので、身長、体重、血圧、視力、尿検査、胸部Ｘ線撮影結果

をすべて含むものを用意してください。
□受付期間　７月１７日（火）～８月３日（金）の午前８時３０分～午後５時１５分
　　　　　　（提出書類は必ず本人が持参してください。土曜日、日曜日は受け付けを行いません。）
□試験日程　【第１次試験】９月１６日（日）　午前１０時～
　　　　　　　　　　　　　　教養試験、適性検査、小論文
　　　　　　【第２次試験】１０月１１日（木）　時間未定
　　　　　　　　　　　　　　面接試験、集団討論、実技試験（保育士・幼稚園教諭）
□問い合わせ先　総務課人事秘書係　�（４８）１１１１（内２３７)
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日　　時 

場　　所 

 

午後7時～午後8時３０分 

主催／阿久比町教育委員会　　主管／阿久比町文化協会 
■問い合わせ先　社会教育課　fl（48）1111（内262・280） 

ダイヤモンド婚・金婚の
夫婦をお祝いします

　９月２６日（水）に「ダイヤモンド婚者・金婚者
お祝いの会」を開催します。
　今年、結婚６０周年・５０周年を迎えられるご夫婦
は、地区で回覧される「申し出用紙」に必要事
項を記入のうえ、８月１３日（月）までに社会教育
課へお知らせください。
　
ダイヤモンド婚者
　昭和２７年中に結婚されたご夫婦
金婚者
　昭和３７年中に結婚されたご夫婦

※　昨年までに結婚６０周年・５０周年を迎えたけ
ど、都合によりお祝いの会に出席されていない
人たちも申し込みください。

□問い合わせ先
　社会教育課　�（４８）１１１１（内２６２）

　高齢者の皆さんの健康な暮らしを少しでも支援で
きるように、地域包括支援センターでは介護予防事
業や相談支援事業などに取り組んでいます。
　要介護認定を受けていない６５歳以上の人を対象に、
運動機能や心身機能の低下を判断することを目的と
した「いきいき生活チェック」を今年度実施します。
　対象者には、7月にチェック票を送付しますので、
回答にご協力ください。
　自身の健康状態を見直すことに役立てていただくとともに、介護予防事業の案内
をさせていただきます。

□問い合わせ　地域包括支援センター　�（４８）１１１１（内３１８・３１９）

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				
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Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
早
期
教
育

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
子
育
て
で
気
に
な

る
こ
と
が
あ
る
方
、
子
ど
も
に
障
が
い
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
方
、
子
ど
も
の
就
学
に

つ
い
て
相
談
し
た
い
方
な
ど
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

予
約
が
必
要
で
す
。

□
対　

象　

三
歳
〜
平
成
二
十
五
年
度
に

小
学
校
入
学
を
迎
え
る
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

□
日　

時　

八
月
六
日（
月
）・
七
日（
火
）

　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
場　

所　

半
田
中
央
公
民
館

□
申
し
込
み
方
法　

必
要
事
項
を
記
入
し

た
申
込
票
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　

七
月
六
日（
金
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
０
５
）

�
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
ど
」

で
は
、
障
が
い
が
あ
る
人
の
居
場
所
を
開

設
し
、
仲
間
と
の
交
流
や
憩
い
の
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
精
神
障
が
い
者
や
そ
の

家
族
を
対
象
に
、
精
神
障
が
い
に
関
す
る

勉
強
会
・
交
流
会
な
ど
を
行
う
出
前
事
業

「
サ
テ
ラ
イ
ト
あ
ん
ど
」
を
実
施
し
ま
す
。

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
開
催
日　

七
月
十
九
日
、
九
月
二
十
日
、

十
一
月
二
十
二
日
の
各
木
曜
日

□
時　

間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
場　

所　

オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー
（
保
健

セ
ン
タ
ー
）
二
階　

機
能
訓
練
室

□
参
加
費　

無
料

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど

　

�
０
５
６
２（
３
１
）７
１
７
８

�
　

日
本
遺
族
会
は
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
を
厚
生
労
働
省
の

補
助
を
受
け
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
戦
没
者
の
遺
児
が
亡
き
父
な
ど
の

眠
る
地
に
赴
き
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と

も
に
現
地
の
方
々
と
の
友
好
親
善
を
深
め

る
も
の
で
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
は
、
旧
ソ
連
、
中
国
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
十
七
地
域
と
、
特
定
地

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



域
と
し
て
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー

ト
諸
島
の
三
地
域
を
計
画
し
ま
し
た
。
参

加
費
は
九
万
円
で
す
が
、
燃
料
費
の
高
騰
、

円
安
な
ど
諸
般
の
事
情
で
値
上
げ
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
在
住
の
各
都
道
府
県
遺

族
会
事
務
局
へ
お
願
い
し
ま
す
。
参
加
希

望
者
が
募
集
人
員
を
上
回
る
場
合
は
、
本

部
で
の
選
考
と
な
り
ま
す
。

○
愛
知
県
遺
族
連
合
会

　

�
０
５
２（
２
３
１
）６
５
０
４

　

実
施
時
期
や
訪
問
予
定
地
な
ど
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

日
本
遺
族
会
事
務
局

　

�
０
３（
３
２
６
１
）５
５
２
１

�
　
〈
六
月
一
日
付
け
。（　

）
は
前
職
〉

【
課
長
級
】
社
会
教
育
課
長
兼
中
央
公
民

館
館
長
（
社
会
教
育
課
長
）
大
村
勝
幸

【
課
長
補
佐
級
】
学
校
教
育
課
課
長
補
佐

兼
給
食
係
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

（
社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
公
民
館
係
長
兼

中
央
公
民
館
館
長
）
山
本
真
平
▽
社
会
教

育
課
課
長
補
佐
兼
公
民
館
係
長
（
学
校
教

育
課
課
長
補
佐
兼
給
食
係
長
兼
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
）
岡
田
香
治

□
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
人
事
秘
書
係

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
７
）

�

�

�

�

�

�

�

基本計画第６章・第３節　男女共同参画
○職場、学校、地域、家族等で男女共同
参画の推進に努めましょう。
○家族がお互いに協力し、家事、子育て、
介護等を行いましょう。
○お互いを社会の対等なパートナーとし
て認め合い、尊重しましょう。

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画ににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる次阿久比町総合計画における
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働のののののののののののののののののののの行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「参画・協働の行動指針」

　町で実施する事務事業について住民への説明責任を果
たすため、外部評価による事業仕分けを一般公開で実施
します。事業の必要性や実施主体の見直し、実施方法の
改善などについて検討する「阿久比町事業仕分け委員会」
は、知識経験者５人と公募により選考された３人で構成
されています。
　仕分けの対象となるのは、１０事業程度です。担当職員
の説明を受け、仕分け人の事業仕分け委員会委員が、仕
分けを行います。仕分け作業は、1事業あたり３０分程度
の予定です。
　仕分けの結果は、広報やホームページなどで公表し、
今後の予算編成や事業展開の参考として活用されます。

□日　時　８月２日（木）　午前９時～午後４時
□場　所　中央公民館本館３０１号室
　※　会場の入退出は自由で、事前の申し込みは

必要ありません。
□問い合わせ先　政策協働課企画政策係
　�(４８)１１１１（内２０４）

「「「「「「「「「「事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕分分分分分分分分分分けけけけけけけけけけ」」」」」」」」」」「事業仕分け」を公開で実施します
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�
　

下
水
道
の
浄
化
に
つ
い
て
楽
し
く
勉
強

し
ま
せ
ん
か
。
普
段
の
見
学
で
は
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
所
も
案
内
し
ま
す
。
参

加
費
は
無
料
で
す
。

□
開
催
日　

七
月
三
十
日（
月
）

□
時　

間　

午
後
二
時
か
ら
約
二
時
間
の

予
定

□
場　

所　

衣
浦
西
部
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
半
田
市
川
崎
町
４
‐
１
）

□
対
象
者　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
（
一
グ
ル
ー
プ
に
保
護
者
一
人
で
も
可
）

□
募
集
人
数　

三
十
人
程
度
（
先
着
順
）

□
内　

容　

下
水
道
浄
化
の
話
、
顕
微
鏡

観
察
、
簡
易
水
質
分
析
体
験
、
施
設
見

学
な
ど
（
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。）

□
申
し
込
み
方
法　

各
開
催
日
の
一
週
間

前
ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

（
受
け
付
け
は
平
日
午
前
九
時
半
〜
午

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

�

後
四
時
半
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

衣
浦
西
部
浄
化
セ
ン
タ
ー　

�（
２
４
）

６
０
６
１

�□
都
市
計
画
事
業
の
種
類
お
よ
び
名
称

　

知
多
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

衣
浦
西
部
流
域
下
水
道

□
施
行
者　

愛
知
県

□
縦
覧
場
所　

阿
久
比
町
役
場
建
設
経
済

部
上
下
水
道
課

□
問
い
合
わ
せ
先　

�
上
下
水
道
課
下
水

道
係　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
５

０
・
３
５
２
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

Information

ご
存
知
で
す
か
？ 

国
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る 

「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度 

中退共は国の制度だから 
安心・確実 

●新規加入や掛金月額を増額する 
　場合、掛金の一部を国が助成 
●社外積立で、管理も簡単 
◎パートさんも家族従業員も 
　ご加入いただけます 

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い 

　（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構 

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部 

　
fl
０
３（
６
９
０
７
）１
２
３
４ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３（
５
９
５
５
）８
２
１
１ 

詳しくはホームページをご覧ください 

中退共 検索 

　中部国際空港（セントレア）において知多半島観光物産展を開催します。
　土曜日、日曜日の各日、郷土ゆかりの体験ができるコーナーを設置し、特色あふれるステージイベントが開催されま
す。知多半島５市５町の特産品を販売予定で、各市町の観光紹介などもします。
　会場にお越しいただき、夏のひとときをお楽しみください。

□日　時　７月２１日（土）、２２日（日）　午前１０時～午後５時
□場　所　中部国際空港イベントプラザ（旅客ターミナル

ビル４階）
□主　催　知多半島観光物産展実行委員会

市町村内　　容日　時
全体開会式

２１日（土）

武豊町みそ釣り大会（釣り上げた人に武豊名産の「みそ」
をプレゼント。１５分前から整理券配布）

美浜町おもちゃ王国のキャラクターと「おもちゃ体操」を
踊ろう＆記念撮影

東浦町手づくりよろいの会による劇、東浦音頭小唄踊り保
存会の演舞、着ぐるみ『おだいちゃん』の観光ＰＲ

南知多町フラダンスの公演
知多市知多市観光スポットＰＲと推奨品プレゼントクイズ

常滑市常石車三番叟の舞、ろくでなしチンドン隊 LIVE

２２日（日）

大府市大府ばやし小唄保存会の紹介と公演
半田市からくり人形の上演、お囃子の演奏、クイズ
東海市ダンスと観光ＤＶＤ上映

阿久比町萩の坂下ろしと大山車　
　～建造１００周年を迎えて～

市町村内　　容日　時
全体開会式

２１日（土）

武豊町浦島太郎紙芝居、塗り絵、折り紙
美浜町おもちゃ王国キャラクターのぬり絵

東浦町手づくりよろいの試着体験、『おだいちゃん』の顔だ
しパネルでの記念撮影（個人で自由に撮影）

南知多町ガラス彫刻（サンドブラスト）の体験
（対象は小学生以下）

知多市機織り体験、綿繰り体験、布切れを使ったはがき作り
など

常滑市Ｍｙ入浴剤の手づくり体験（先着５０人）

２２日（日）

大府市おぶちゃんのぬりえ

半田市第７回はんだ山車まつり
缶バッチの作成

東海市鉄から磁石を作る体験
阿久比町花かつみの切り絵工作

□問い合わせ先　産業観光課観光係　�（４８）１１１１（内２３４）

（同時開催）セントレア盆踊りのゆうべ
７月２１日（土）、２２日（日）
午後６時３０分～午後８時

□ステージイベント（予定） □体験コーナー（予定）
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�
　

七
月
十
日
〜
九
月
二
日
の
夏
季
期
間
中

は
、
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。
開
館
時
間
は
、

午
前
十
時
〜
午
後
九
時
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

　

た
だ
し
、
八
月
九
日（
木
）は
「
大
府
市

小
学
校
水
泳
大
会
」
開
催
の
た
め
、
臨
時

休
館
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

東
部
知
多
温
水
プ
ー

ル　

�
０
５
６
２（
４
４
）０
２
７
１

�
　

平
成
二
十
四
年
度
の
採
用
（
進
学
・
就

職
）
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

□
日　

時

・
七
月
十
三
日（
金
）

　

午
後
六
時
〜
午
後
七
時
半

・
七
月
二
十
二
日（
日
）

　

午
前
十
時
〜
正
午

・
八
月
十
二
日（
日
）

　

午
前
十
時
〜
正
午

・
八
月
二
十
七
日（
月
）

　

午
後
六
時
〜
午
後
七
時
半

□
場　

所　

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

半
田
地
域
事
務
所
（
半
田
市
南
末
広
町

６
‐
２
半
田
ビ
ル
二
階
）

□
採
用
（
進
学
・
就
職
）
種
目
な
ど

□
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
愛
知
地
方
協

力
本
部
半
田
地
域
事
務
所　

�（
２
１
）

０
０
０
４

�
　

役
場
で
は
、�
さ
わ
や
か
サ
マ
ー
ス
タ

イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
�
を
実
施
し
、
ノ
ー

ネ
ク
タ
イ
・
軽
装
で
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
を

実
践
し
て
い
ま
す
。
実
施
期
間
は
五
月
十

五
日
〜
九
月
三
十
日
の
予
定
で
す
。

　

夏
の
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
期
間
中
は
冷
房
空
調
機
の
使
用
を
控

え
、
電
気
使
用
料
を
抑
制
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
蒸
し
暑
い
時
期
が
続
き
ま
す
が
、
身

だ
し
な
み
だ
け
で
な
く
、
さ
わ
や
か
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
心
掛
け
ま
す
。
役

場
へ
の
来
庁
時
や
施
設
利
用
時
に
は
ご
理

�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

庁
舎
や
施
設
内
で
の
節
電
対
策

○
事
務
室
や
廊
下
の
照
明
は
、
必
要
な
時

間
の
み
点
灯
し
ま
す
。（
事
務
室
や
通
路

な
ど
の
蛍
光
灯
を
間
引
き
し
、
点
灯
時

間
は
、
午
前
八
時
半
と
し
ま
す
。）

○
窓
を
開
閉
し
、
施
設
内
を
換
気
し
ま
す
。

○
各
施
設
の
空
調
の
温
度
管
理
を
徹
底
し

ま
す
。（
冷
房
の
設
定
温
度
は
二
十
八
度

と
し
、
設
定
温
度
以
下
に
な
り
次
第
停

止
し
ま
す
。）

○
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
設
置
を
推
進
し
ま
す
。

○
使
用
し
て
い
な
い
電
子
機
器
類
の
電
源

は
、
こ
ま
め
に
切
り
ま
す
。

○
パ
ソ
コ
ン
の
節
電
プ
ロ
グ
ラ
ム（
設
定
）

導
入
で
、
消
費
電
力
を
抑
え
ま
す
。

○
毎
月
第
三
金
曜
日
を「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」

と
し
、
照
明
の
使
用
を
抑
え
ま
す
。

○
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
光
掲
示
板
の
表
示
時
間
を
短

縮
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
家
庭
に
お
け
る
節
電
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
庶
務
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
４
１
）

今今月月のの納納税税ななどど
固定資産税・都市計画税
　　　　　　２期分
後期高齢者医療保険料
　　　　　　１期分

納期限は
７月 ３１日（火）です。

　住民基本台帳法改正によるシステム改修のため、
７月７日（土）、８日（日）の２日間は、住民票、印鑑
証明書、所得証明書の休日取り扱いを行いません。
　ご迷惑をお掛けして申し訳ありませんが、ご理
解くださいますようお願いします。
□問い合わせ先
　【住民票・印鑑証明書】
　　住民福祉課　�（４８）１１１１（内２２５）
　【所得証明書】
　　税務課　�（４８）１１１１（内３０２）

７月７日（土）と８日（日）は
証明書が発行できません

受験資格進学・就職後の概要採用種目

高校卒業
（見込み含む。）
２１歳未満

自衛隊の幹部医師を
目指します

防衛医科大学校
学生

自衛隊を動かす幹部
を目指します防衛大学校学生

航空機パイロットを
目指します航空学生

高校卒業
（見込み含む。）
２４歳未満

看護師を目指します看護学生

１８歳以上
２７歳未満

チームリーダーを目
指します一般曹候補生

第一線での活躍を目
指します自衛官候補生

※受験資格の年齢は、平成２５年４月１日現在のものになります。

　現在、町内で多くの野良犬が目撃さ
れています。特に草木・南部地区での
目撃が多く、町では捕獲用の檻を順次
設置していますが、思うように捕獲が
できていません。
　専門知識のある方によると、野良犬
が畑などに埋められている家庭の食品
の残り物を食い荒らすほかに、かわい
そうだからと野良犬に餌を与える人が
多いのではないか、ということです。
　近頃では、野良犬が人間に慣れてき
て、民家近くにまで出没しています。
子どもや高齢者が襲われる危険性があ
るので、野良犬に餌を与えるのは、絶
対やめてください。
□問い合わせ先　建設環境課環境係
　�（４８）１１１１（内３１０）

�������	
��
���
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
��

�
�

阿

久

比

町

短

歌

の

会 

�
　

胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）、
人
工

呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
い
方
な
ど
を
習
得
す
る
講
習
を
行
い

ま
す
。

　

心
肺
蘇
生
法
の
内
容
が
昨
年
と
一
部
変

わ
り
ま
し
た
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

　

▽
八
月
七
日（
火
）午
後
一
時
半
〜
午
後

四
時
半
・
武
豊
町
中
央
公
民
館
・
定

員
二
十
人
（
先
着
順
）

　

▽
八
月
十
八
日（
土
）午
前
九
時
〜
正

午
・
半
田
消
防
署
・
定
員
三
十
人

（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

�
�
�
�
�
�
�
	



　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

武
豊
支
署　

�（
７
３
）０
１
１
９

　

半
田
消
防
署　

�（
２
１
）１
４
９
２

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/
̃chitachu/
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��

�

川

柳

大

会

作

品

 

�
　

発
生
中
の
火
災
情
報
な
ど
を
自
動
音
声

で
案
内
し
て
い
ま
す
。
消
防
車
の
サ
イ
レ

ン
が
聞
こ
え
、
発
生
場
所
を
知
り
た
い
場

合
、
お
お
よ
そ
の
場
所
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

�

�

�

�

�

�

�

	




�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

○
『
火
災
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
』

　

�
０
１
８
０（
９
９
）５
１
５
１

　

利
用
に
は
通
話
料
金
が
発
生
し
ま
す
。

電
話
の
機
種
に
よ
っ
て
は
利
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
総

務
課　

�（
２
１
）１
４
９
０

海
で
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
！

「海で安全に楽しく遊ぶために」
○子どもからは
　目を離さないでください！
　保護者の方が目を離した隙に
　事故に遭うケースが多いので
　注意してください。
○子どもも大人もライフジャケットの
常時着用を！
○防水パックなどに入れた携帯電話を
常時携帯！
○海のもしもは１１８番！！
□問い合わせ先　名古屋海上保安部
　�０５２（６６１）１６１５



22

広報あぐい　２０１２年７月１日号

広
報　

あ 
ぐ 
い

1057

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�（４８）１１１１）編集／総務部政策協働課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ/
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ９，４０９　　（＋１５）

人　口　２６，７６８人（＋４９）

　男　　１３，２１５人（＋１４）

　女　　１３，５５３人（＋３５）

（　　）は前月との増減数

５月中の異動

　出生　３３　　転入　１０７

　死亡　３１　　転出　  ６０

平成２４年６月１日現在

人 口 と 世 帯
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一般開放 

入場無料 

町営プール 
□期　間　７月２０日（金）～８月３１日（金） 
□時　間　平日、土曜日　正午～午後４時 
　　　　　日曜日　午前１０時～午後４時 

小学校プール 
□期　間　７月２０日（金）～７月３１日（火） 
□時　間　正午～午後４時 

※　天候不順の場合はプールの利用ができません。 

□問い合わせ先　社会教育課体育係　fl（４８）１１１１（内２６２） 


